
多久市地域包括支援センター
☎75－6033

問

シリーズ　認知症を学ぼう❷

65歳以上の多久市民でワープロ・
パソコンの使い方に興味がある人
9月 3日㈪～ 7日㈮の5日間　10時～12時

対 象 者 ハガキに住所・氏名・年齢・電話番
号を記載の上、郵送してください。申込方法

〒846-8501（住所の記載不要）
地域包括支援課申 込 先

500円（ 5回分）
テキスト代別途必要受 講 料

市役所　大会議室西（ 4階）

8 月13日㈪から24日㈮まで申込期間

開催日時

場 所

高齢者パソコン教室 参加者募集のお知らせ

こんなことありませんか？こんなことありませんか？

介護のいまを知ろう④

おたっしゃだより

高齢者が住み慣れた家庭や地域で安心して、元気に、暮らし続けることができるまちづくりを進めるために

自分らしい生活を送るために、みんなもＡさん・Ｂさんに続け！！
【ケース１：Ａさんの場合】
　骨折前に始めたボランティアを続けることで元気に回復。介護度は１年で変わり、生活も自宅で続
けられています。

　認知症は、生活習慣病である糖尿病・高血圧などをコントロールするこ
とで予防につながります。また、早めに気づき、かかわることが大切です。

年齢

治療の経過

介護度

介護保険の
サービス

生活の状況

平成24年 平成25年 平成26年 平成27年 平成28年 平成29年
65 66 67 68 69 70

要支援 2 要支援 1

2 型糖尿病2型糖尿病
脂質異常症脂質異常症

甲状腺機能低下症甲状腺機能低下症 5月入院5月入院

大腿骨折（骨粗鬆症の薬の追加）大腿骨折（骨粗鬆症の薬の追加）

住宅改修で手すりをつける
訪問型サービスでヘルパーを頼む
住宅改修で手すりをつける
訪問型サービスでヘルパーを頼む

仕事をやめた後、
食事は炭水化物が
多くなっていた。

仕事をやめた後、
食事は炭水化物が
多くなっていた。

食事指導を受けた。食事指導を受けた。食事も３食たべて
肉や野菜も食べる
ようにした。

食事も３食たべて
肉や野菜も食べる
ようにした。

ボランティアを始
めた。
ボランティアを始
めた。

１人で起き上がった
りが大変になった。
歩けない…。

１人で起き上がった
りが大変になった。
歩けない…。

ボランティアを続けて、
楽しい。
起き上がりはまだ少し
大変だけど自分で歩け
るようになってきた。

ボランティアを続けて、
楽しい。
起き上がりはまだ少し
大変だけど自分で歩け
るようになってきた。

7 月～10月入院7月～10月入院

糖尿病の薬開始糖尿病の薬開始 糖尿病の薬変更糖尿病の薬変更 糖尿病の薬変更（薬が 3種類になる）糖尿病の薬変更（薬が 3種類になる）

年齢

治療の経過

介護度

介護保険の
サービス

生活の状況

平成27年 平成28年 平成29年 平成30年
65 66 67 68

要支援 1要支援 1

平成25年頃
「認知症の疑い」
と診断を受ける

平成25年頃
「認知症の疑い」
と診断を受ける

認知症の経過観察のため、通院を継続している認知症の経過観察のため、通院を継続している

住宅改修で手すりをつける住宅改修で手すりをつける

一人暮らし
になった。
一人暮らし
になった。

外出が減り、
物忘れの症状
も見られるよ
うになった。

外出が減り、
物忘れの症状
も見られるよ
うになった。

隣の人が、度々訪問してくれる。
趣味の踊りの集まりに参加し
続けている。
転びやすくなった。

隣の人が、度々訪問してくれる。
趣味の踊りの集まりに参加し
続けている。
転びやすくなった。

週２回、自宅で趣味の集まりを続
けている。
友人との外出ができるようになっ
た。

週２回、自宅で趣味の集まりを続
けている。
友人との外出ができるようになっ
た。
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自分の
生きがい・楽しみ
が原動力
ですね

糖尿病の
薬と食事を変えて
コントロールできて

いますね

【ケース２：Ｂさんの場合】
　認知症の疑いで通院中。閉じこもりがちになり、筋力は低下し、要支援１と認定。その中で、地
域の人の助けと趣味で自宅での生活を続けられています。

趣味の踊りは
筋力維持に
役立って
いますね

地域の人の
声かけ、見守りも
大事な支えに！

行事を忘れてしまう

ついさっきしたことが
思い出せない

薬が
余っている

鍋を焦がす
などミスが多くなる

電話の伝言ができない

認知症カフェ に行ってみよう
「えくぼオレンジチーム」
認知症初期集中支援チーム

地域認知症推進員

ひとりで考えず、
不安になったら
まず、相談を！！

　家庭訪問し、必要な医療や必要な
サービスにつながるお手伝いをします。
専門医も関わります！！

認知症の人が自宅で生活できるよう支援します。

認知症の人を介護している家族や地域の人同士
の相談、情報共有の場です。

【開催日】　毎月 第３金曜日
　　　　　13時～15 時
【場　所】　グループホーム 悠々　西側ユニット
【参加費】　100円（お茶代）

多久いこいの里 杉野 ☎75－3551 

多久市認知症初期集中支援チーム（いこいの里内）
　☎75－3558

（地域包括支援課 ☎75－6033）

認知症の早期発見には、家族や友人の気づきが大切です。認知症の早期発見には、家族や友人の気づきが大切です。

みやはら あず

担当： 宮原　杏
今回は
wordを
学びます

誰に？どこに？相談したらいいの？
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